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1物魯騨界喚轡φ長勲勲r？融っ鳶・そ
れは，・乳幼児期の死亡数の減少が著明となったことを証

朋，している。乳児の死重を出生どの闘係で衷わす乳児死

亡率は1977年にはユ918年の1881⑤』の約・1／21・にまで低下

し，．幼児期の死亡も該当年齢人口10万対でみた場合にお

～・ても， 、1976年には｝歳で 127』7，∫1 、2歳で77』Ωとなづて

おり，’1950年の同年齢幼児の人目10万対の死亡率のそれ

ぞれの1／10以下に達二しているユ｝¢、トこのよう．な死亡率の底

下をも．たらした要因として‘ 医学の進歩，1二栄養の改善ゼ

生活状態の向上などをあげる こどができるδ1幼児期の事

数による死亡を特にと りあげて軽えば，様相は必ず・しむ

喜ばしい事態ぱかり庫はいえない。』しかし，瑛故死は幼

児期の死因の第 1位であるが，』その礁故死の占める割合

にはこ こ20年間に大きな変化をみることができる。『すな

わち，1950年では・1檀4歳児の全死亡に占める事故死の

創合は約、9％にすぎなかったが，19符年には39」5％にま

で増大している6、これは相対的数字であり，絶対数嫉い

うまでもな く減少、している晃，。’．しかし，’ 衛生先準国を自

負するわが国においては， 欧米諸国に比ゆて幼児期の礁

故死の占める割合は大きく 一』 その蛮故死の滅少を図るこ

とを．もづと真剣に社会や家庭で考える必要があるζ逼は

諸家の指摘するとおりである2，。、ぺ

ン瑛故には死亡に至ちない場合がはるがに多く，時には

それが肢体不自由の原因になっていることも既に多くの

研究者3，・oが述べているとおりである。． 1歳6か月児健

康診査をはじめとする幼児期における保健指導の重点項

目ρ一つと紋徽防止があげら蜘・る瞬；の弊

々；華因してい為ことはいう までも1ない豆㌧

誇麟止㊧即よ噛嘩瞭す準めには・嘩纏，
嬉従蛮する激のが事故の寒態を十分忙蝉擢する挙票参夢

る。この見地に立ち，1歳6か月児健診の保健拳導殖お

いて，亦故防止の指導をより効果的にするために，容庭、
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ご調査対1象は，1愛育病院保健揖導部舜診児のう’ち，満1ユ

歳をすぎた男児2Q人，r女児28本であるも　　　　1．1一

』．これむの対象児について何らかの医療まだは処置を加

群轍鯛纐卵獅のもぐ廟奪斐 た・す1励
ちう満1歳をすぎた保健指導部受誇時に調査票を醍布

rしε、iその・3か月後¢）奨診時ま顕に発隼レな摩故．に？；い

て，潅の種類， 灘生時ρ状況 傷融ど郷録レ描ρ
を採用した，』紘馳配恥醐彫旦月・妨鯛．頗

璽夏期に相半する時瑚であう。〆ン識 』 ．λ』二』」・ 』 ジi、

．、1卯嘩碑参ゆ癖、『』1、ぐ』1き， ∵塗
；、1べ馬ヂ発隼事教件数 　」』罫｛．f．1；』’石 』』 、、搭 る罫

　堤規尽よ？て寵録ξれた凄故件取嫉全倭鎚験件南：堕．・1

男児g鎖失3穿児巧7件となっズめう∈■〈当りρ栗掬撫』

故件数崎男堤4、7件・女児5・β件に男家倉せた平撫件数

威年．2件，』月平均は男児、1！6件f家児二F真，轍零晒・漂

般1；男児の方が女児に比レ頂串故発生件数が多いと矯わ

れてレ・る。しかし， われわれの今回の調査でに女娼に発

生が多かったことは，1歳代という年齢が要因で為るう

と思われる。！すなわち，、 1歳代でに運恥機能発達嫡まだ

未熟であり，、加えて，1．．男児より女児の方が運動態卑が劣

るた誇「と思われる。』∵．己’ 、』』1 ニヌ1線1 二∫訊1

ぷ高橋6トの 1週間の家庭内蛮故についての’調査、によミ多
と，42人の対象のうち31人1こ何らかり事赦湖発実レ≦悟

る．高橋の調査におけ萄醗動わ励れ？羅興
より多い6この差は，』高橋の成績は医療や処雌を泌璽剃、

・レ嫡麺も曝で給勲《幡顔め鱗り・rう勉
繍査は医療騨撫た啄限萎無ゆ黛
る・こやこと施みくどめよう弊嘩脾柔1し蝋
鰍を含むと玉歳肋事即発生搬ば堺を曙賦，

繍赦の約皓ぐら瞬あるもの鏑橋の羅姫騨』、

さ猿鞭しによると死亡に動なレ略鯉発甥卑

躯亨騨の約10嘩 と述べてレ）う占・rlll 秀◎・1
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　発生した事政の種類を第1表に示した。転倒事故が男

女児とも最も多く・全体の40僻恥て㌍・、』終も
他の報告とほぼ似た結果と．なっ宅“る鴨

ヤ、で，挫傷（25，2％），　切傷（20．6％）と続き，　熱傷は二

』4畷勉腔・淋拶折が1例にみられた・

第2表　傷害の種類（誤飲を除く）
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‘・ ⊆廊転鱒故・碑．2），衝突司倣う（1嚇％），．被害

轍ご（1躯％）乏線・ており1，搬麗謙轍（ここ，で

ほ誤飲瑛故曽ずる）が・2∫8％みぢれだ♂男児では転踏事

故に比して衝突蛮故が多いど“ぢ結架が得られで㌧1・る5・

このような事故発生に関し羅婁葦が生じた原因は幼児期

の運轍能鍵の性差だけ葱巌零鋤を誘られ雛

発さ・行動i生・探究心，幼児の周囲め人ゐ餐育態度め差

に庵ま1る1むめ濠2を考え之おくべきではなかろう
かポ

・襖飲轍め幾搬蜷野8りこ焔と，職児のうち
5雌勿め電め匠誤飲の経験演あるど報告され七いるぷ志ゴ

のよづに誤飲癖故め籏度は決して少なくないこ，どがわか

6ぴ特にS埜歳児ば勉め年長幼児に比して誤飲事故が多

“ごとに注目む《おかなければならぬ。　：「詑・

ぐ13・乙・＝傷害にづ“便くr一軍，』I ㌧［　　 r．、 』 。、ド

1傭敢φ際1鋤児綬けた傷害の種類について第濃に

朱厩言瀬欽磁搬6たも碗ここにあげておく．窃

害蛮故が243件ありゲそのうち最も多いのは打撲傷で，三

男児は全傷害の4L2％戸女児は5α3％を占めている。 次

漕罎ξ騨郷熱解r、

』’寮故別にみた傷害は第3衷に示したような関係がみぢ

れる。1転倒事故の頻度は10r件ど最、も多いがド；それによ

って発生する傷害は多岐に及んでいることがわかる。、工

歳児の運動機能の未熟さに伽え丈行動範囲が成人では想：

像もつかない個所にま雫及んでいることがこのよう な結

果をもたらしたといえる。1ごれは溺水が転倒瑛敏に際し

ても起っているこどかぢも、考えられる事実である。転落・

箏故や衝突蛮故では打撲傷が最も多くヂその他の傷害で

は転落事故にづいては挫傷， 衝突礁故では切傷が多くみ

られる。∫』溺水はの浴槽への転落．蚕：転倒が原因となってい・

る。 ．熱筋は接触事故に多くみられ’1』學活の場の整備の悪．

さによるものが目立つ。 傷害の発生時の状況がわからな

いものでは切傷が多4ヂ切傷のなかの1乞0％が発生状況．

不詳群であるず1』き 竃． ㌧ ・、。・ ．β’』 ゲ1．・図

・受傷部位が明確に記載されていたものは216件あり，v

顔面が最も多・く全体の50．5％“ 頭部が17．5％1・上肢13』4

％，下肢工11；1％とな6ている◇1・
、、

レ受傷部位と傷魯どの関係を第4表に示 した。〆頭部では

打擬傷が8413％を占あており1、』顔面でも打撲蕩が最も多・

く，挫傷の頻度も高い。上下肢では切傷，挫傷が多．く一、
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第4表受蕩部位
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3，45％を占める♂口腔内の受傷は全て切傷で・玩具で切

っわと“った事故が多いが

臓脚運讐力か擁ても・転騨撫こよ磯轡
多く1それが頭部をはじめとする上半身に集中し《くる

ことは当然のことといえる1。これにば1歳児の体型も強

く関係 していることはいう までもない。保健指導の実際

に諮いては・・勢児の発達侮みならず俸型にづいでも十分

に騨胚勉騨鹸璽な脚ギ脚塑ことが
よく’わかる。

　4．発生時の状況　 り　 　　し

　癖故発生の揚所が自宅であるもの力主73．2％，自宅以外

の壌暫が23、6孝1屋内が7チニ8％屋外が22．O％と，参らて

おり，1歳児の行動範囲がかなり広くなりつつあること

がお編．そゑ勧に繍幅もの紘い知識をも衣

いなければならぬことになる。

　凄故が発生した場所と傷害との関係を第5衷に示し

た。1唱ン藁
△』評

．．1 r』“ ・』、：・』、 1『台』 ジに、こ・㌔ ．』こ博二、
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％は切傷となっている。一方，屋外では65，5％が挫傷で

あるδ1これは鵬故の種類ど環境の条件天畜故発生場所に

存在する家具， 道具〆物品など）“の差によると考え乾静1

る蕊屋内廼は転倒二して．もそφ周囲には家具などがあ．り，：浅

打撲陽や切傷乏 いう形の傷害が多 く・なる二どはいうまで・

一∫紘菟渥殖馳即寧醐穿るり鱗艇受1埼
．ことになる・それ脚乳犀や職肋ど鋳郷マ瞬
、零での鰍り拶受解キる瀦鱒生題麟高い細
も＋分に都られるので湘獣際して曜内傭瞬
痴安易に考えないよシうにし即1ればな墾飢：壌

3外では高所がらの華啓事蔓曝署亡や肢体不寧串の原因肇

庫結す鵜とを識翠ておか即れぱな弊！㌔

、

．礁故が甦膝棚解綜把緯れてiレさ姫ものが！

1琳（4・4％）にみ聯・課飲憾傷を弓牌した徽
ζ1に，事故亮生場所が確認され融いものが多喚ζと皆こi

れらの察故にばらて起る傷審の処置に支障をきたすことi

があり・町腫瞬糟醗勤かねな呼馳れ』i
、‡分な瞬響魍驚あ転、ε『ll』ll冠
　泰故が亮生Lた際，3傍に誰かボ忌たのかどいうことぱ

轍の処置継速1艇ぎるが否かをこつ撚り1非常に重

要な条件である。誰かが誹故現場にいた例は全体で87，2

％あり・ 職児は羅内ではた纏林砺繊て晒
こと鞍ないとい櫓し斜この縮対象とな塵
愛育病曉湶健指導部受診児の家庭の条件がも・たらした狼

字と6えないことも如点を岬セ寧きたし躯1

　すをわち，対象児⑤家庭では畢幾だ仕事をもってい葦

もの，～、．鼻営業爾もの牟少なかった1．そのために十分に幻

児に対1して観察が行き届いてい争可能…生もあろうかと考

えち脇逆の肪勲れ断†分に購ざれてい蕨
庭でお騨も・こ祁》い多くの轍発卸ζ堕騨と1
い彊にもなろう・．幼児の獅多さ沸認識す磯

果が示されたともいえる。　　　一　～：　　　　　i

　礁麟生臨傍に睡人で馳多いゆよ母親で64・吻
を峨次いで他の子どもを含嫁麺7魂子ども…

同輝6賜となってい範・磯児とヤ、笄齢からいつi・

て同胞以外の子ども同士での遊びの磯会は少ないものと1

考えられ，母親の頻度が高いのは当然の乏とといえるの

　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　を
畷鞭て糠故は発生しているこ1嫉鯵て轍嘩
瀧齢てその点をも欄をする鞭が1麺・1蜂』
半になると次第に自我の芽生えから子ども同士にな写だ芦
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第6表傷害と人的条件

いない、
い　　　　た

詳 計
計 lc母職鋤書撚）（他瞬）（雰働不

　　　件　
打撲傷数
　　r％

一10

．8

9．18　　　63　

　　　＊6」 0　　（64，3－1

112

2．2

　19

9．4

．』0 　4 　6

．2

　114
100，0

挫

　’件
数　、％ 　3

4．9

　58　　　　43

5．1　 （74，1　　　　　r

　6

0．3

　6

0．3

0一

　3

5．3）

0一

　
61

00．0

　件
数　勿 　1

2．0

　46　　　　23

92ゆ　二（50．0

510．9

　10

21．7

　1

．2

　7

5．2）

　3

，0

　50

00． 0

熱

　件．．

％

　2

6．7

　9 「” 　6

5，0 （66．7

　1

1．工

　2

2．2

〇一 0

一

　1

．3

　12

00．0

溺

　P件
数　％　、

〇一

　4　　　　　3

00，0　（75，0．

0一

　1

5．0

0一
0一） 0一

　4

00．0

誤

ン件

数　

　％『

　4

7．1

　2　　　　　2

8，6　（100，0

0一 〇一 0一
0一） 　1

4．3

　7

00．0

　　件
　数他　　％ 　1

50．0

　1　　　　　1

0．0　　（100．0

0一 0一 〇一 0一） 0一

　2

00．0

　　 21

，4

2工8　　　　141

7．2　（64．7

　24

1．0

38

7．4

　1

．5

14

．4）

11

．4

250

00．0

＊（）内は，　「いた」．の計に対する％

第了表　事故発生時刻

件　 数 ％

AM　　　5　～ 2 0．8

6　～ o
一

7　～ 0
一

8　～ 9 3．6

9　～ 3、 1．2

10　～　 27㌔ 10．8

11　～ 32
12．8

PM　　12　～
14

5．6

’1　～ 12
4．8

2　～
23

9．2

3　～
21

8．4

4　～
17 6， 8

5　～
16

6．4

6　ん
13

5．2

7』～ 16
6．4

【　　　　　’8ロ～　
20

8．0

．9　～ 4 1．6

曽　　　　　101～ 1 O．4

不詳
20

8．0

ときに互いに反発し合うための喧嘩が起りやすく，その

ためにお互いに加害者や被害者と なることもあう；≧に

注意をしておきたい。

蕩害の種類と人的条件については第6衷に載せた。熱

傷，誤飲に人がいない現場での発生が多く，特に，熱傷

では16，7％の例に人がいない。子ども同士の現場では切

傷が多いのは先に述べた原因が考えられる。子ども同士

の現場で発生した傷窪の50．0％が切傷である。

　5．礁故発生時刻
蛮赦発生ゐ時刻については第7表に示す。午前10時，

11時台に発生頻度は高く，幼児の活動時間帯と←致す

る。また，午後8時台の発生も多い。この時間帯は，入

浴，就寝前の遊びの時間となっているためであろう。

w結 論

家庭養育の1歳児を対象に何らかの処置を要した寮故

（あくまで記入者の母親の判断による） について調査し

た結果，癖故防止に関する指導にあたっては次の寧項に

重点をおき指尋する必要のあることを確認した。

』20一



高野他：幼児期の家庭内挙故に関する研究

①1歳児では，転倒，転落礁故が多く，頭部b顔面の傷

害が多い。

②転倒事故では傷害が多岐にわたるので，受傷に注意し

なけれぱならぬ。

③母親が現場にいても班故が発生しており，幼児を1人

にする場合には誤飲・熱傷礁故の防止対箪を十分に考慮

しておくこと。
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